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する Case 0、(b)農業生産における化学肥料施肥量に制約を設けて、2010 年施肥量を基準としてその n%






第 4章で著者は、シミュレーションの結果を分析した。Case 0の GRPの値は、1,004億元となり、2010
年実績値の 991億元との間でわずかな誤差が生じた。このときの窒素排出量は 54万 6千トンで、同様に実
績値の 54 万 5 千トンをわずかに上回ることが判明した。部門別生産額、消費量、窒素排出量などの実績値
との比較を行い、モデルの整合性を検証している。Case 1では、化学肥料施肥量削減政策の効果を分析し、












               審   査   の   要   旨 
  
  本論文で開発された環境経済統合型の双対拡大産業連関モデルは、窒素排出量削減政策を総合的に評価す
るためのオリジナルのシミュレーションモデルであり、また畜産業の盛んな他の地域への適用可能性もあり
高く評価できる。既存データに基づくモデルパラメータの設定、政策評価モデルとしての妥当性の検証も適
切になされており、分析ケースの設定、交代的政策の定式化にも工夫がなされている。ケースごとに窒素削
減費用も計算されており、政策提言のための有益な結果が得られている。その他の環境負荷としてGHG排出
量を明示的に取り扱うこと、動学分析を行い、窒素排出量削減政策立案のためのより具体的なシナリオ分析
を行うことは残された課題であるが、そのための重要な基礎研究として評価できる。 
平成29年 1月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
